
 

 

授業支援・日立一高附属中学校  

１年理科「地球４６億年の歴史」 

 

２月２３日(金)、日立一高附属中で実施した日立理科クラブによる

授業支援「地球４６億年の歴史」の学習を紹介します。この学習は単元

「大地の変動」の発展的な内容で、日立理科クラブオリジナルのＤＶＤ

を日立市視聴覚センターで編集取りまとめた地球４６億年の壮大な歴

史ロマンです。茨城大学名誉教授・田切美智雄先生のナレーションによ

る「カンブリア紀の不思議な生き物」の映像も組み込まれており、生徒

たちの関心を引く内容になっています。学校の会議室に一年生全員が集

まり、銀河系、地球の始まり、生命の誕生、人類の進化など様々な内容

が、ビデオプロジェクター２台を駆使して２時間実施しました。生徒た

ちの中から、地学分野の科学者が誕生することを期待したいですね。ま

た、田切先生から、日本最古の日立古生層の岩石「角閃岩と変成花崗岩」

が岩石証明書

と一緒に寄贈

されました。岩石に興味のある生徒にとっては

とても貴重な岩石だと思います。 
映像のエンディングで「地球環境に配慮した

科学技術の進歩を進めるのも私たちの責任…

…４０億年の生命のリレーを無駄にしないた

めにも……」という文章を、これからの若い皆

さんが、未来の地球のためにしっかり守ってい

ってほしいものです。この他、減圧沸騰の演示 

実験やＮＨＫ放送の日本列島誕生の抜粋を放 

映しました。附属中の生徒の感想として、 

「地球の壮大な歴史の中で、恐竜が１億５千 

万年もの間、生存できたことに驚いています。 

今、生きている私たちは、未来の地球環境に 

責任をもっていかなければならないことを感 

じました。」と、授業の内容が深く刻み込まれ 

たようです。日立一高附属中の生徒の皆さんの 

これからの活躍を、大いに期待しています。 
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カンブリア紀の赤沢層中に火山岩

として噴出堆積した岩石が、白亜紀

の変成作用によって角せん岩とい

う変成岩に変化した。(角閃岩) 

カンブリア紀の赤沢層中に貫入し

た花こう岩が、変成作用を受けてで

きた岩石である。(変成花崗岩) 

この岩石は、カンブリア紀の時代・約五億年前のものであることを証明する。 
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